
名古屋港(一部変更) 

 

１）概要 

中国を中心とした近海航路の外貿コンテナ貨物量の増大及び近年の基幹航路におけ

る外貿コンテナ船の大型化に対応するため、目標年次における取扱貨物量を変更すると

ともに、名古屋港のコンテナ物流の中枢的な役割を担う飛島
とびしま

ふ頭南側において、公共ふ

頭等を計画する。 

 

 

２）港湾計画の主な内容 

＜港湾の能力＞ 

 既定計画 今回計画 

外貿貨物量 １０，１９０万トン １０，９６０万トン 

うちコンテナ貨物量 

(TEU) 

３，７３０万トン 

(２０８万 TEU) 

４，５００万トン 

(２５３万 TEU) 

 

＜公共ふ頭計画（追加、変更）＞ 

飛島ふ頭 水深１５～１６ｍ 岸壁２バース 延長８００ｍ（コンテナ船用）（変更） 

                           （うち１バース工事中） 

        水深１２ｍ    岸壁１バース 延長２５０ｍ（コンテナ船用）(追加) 

        ふ頭用地 ４９ｈａ（荷捌施設用地及び保管施設用地） 

          （うち１８ｈａ工事中） 

 

＜水域施設計画（変更）＞ 

泊地 飛島ふ頭 水深１５～１６ｍ 面積１０６ｈａ（うち９８ｈａ工事中） 

 

＜臨港交通施設計画（変更）＞ 

臨港道路 飛島ふ頭１１号線（終点の延伸） 

        起点 飛島ふ頭（第２桜木大橋） 

        終点 飛島ふ頭（飛島ふ頭南側コンテナターミナル） 

 

 

 

 

 

 

港湾管理者連絡先 
名古屋港管理組合 
企画調整室 計画担当 鈴木 

TEL：052-654-7911 
FAX：052-654-7997 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

名古屋港港湾計画図 ＜1:20,000＞ 
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